
  

「挑戦」という漢字をよく見てください。何に見えます

か？答えは「まえにいくゆうき」です。読めますか？前に

行く勇気を持つことが挑戦です。マイナス発言をせずに、

みんなで前向きな声かけで、どんどん挑戦できる集団に

なろう！ 

 

 

 

 

 

 

 

進路実現に向けて大切にしてほしいこと！ 

次の進路がかかった大切な１年、１１４名の仲間で励まし合い、支え合っていきましょ

うね！ 

＜大切にしてほしい３つのこと＞ 

１．新しい気持ちで頑張ろう！ 

 クラス・担任・教科担当、部活動顧問、、、 

３年生になって変わったことがたくさんありましたね。環境が変わることは、とても「大

変」でエネルギーがいります。でも「大変」とは、「大きく変われる」と書きます。つ

まり、乗り越えた先には大きく成長した自分がいるということです。だから今のみんなは、チ

ャンス期であると言えます。「やだな～」「めんどくさいな～」と言うよりも、「大変だ

ぁ～」と言うようにしましょう。それは、大きく変わるチャンスが来ているという暗示

です。大変だと言っている人がいれば、「今がチャンスやから頑張ろう！」という声か

けをしてあげましょう。自分の可能性を自分で消さない！周りの人が消してしまわな

い！  

２．時間を大切にしましょう！！ 

 １日２４時間は誰に対しても同じです。時間の使い方が一人ひとり違うということな

んです。前回の年間の予定を見てくれた人はわかると思いますが、受験(検)する高校を決

めるのは１２月の三者懇談会です。つまり、８ヶ月後には受験(検)する高校を決めなけれ

ばいけません。この８ヶ月で学力を高めること、高校の説明会に参加していくことが大事にな

ります。説明会への参加を後に回す（例えば部活を引退するまでは行かない）と感染症

の影響等で説明会がなくなることも予想されます。(説明会に)行ける時に行く！(勉強が)

できるときにする！を心がけましょう。目標が見つかると、何をすれば良いのかが具体的に

なってきます。希望進路が早めに設定できるよう、気になる高校の説明会にはどんどん

参加しよう！ 

 

 

３．前回の内容の念押し！大切な資料は自分の目で確かめること！ 

 始まって早々、高校の説明会に関するプリントが配布されていると思います。前回の

進路通信にも書きましたが、自分の進む路を決めるための１年です。配布された資料は必

ず自分で目を通すように意識しましょう！ 

 先輩からみんなを安心させる声があるかもしれません。でも、その声を本当に受け入

れて良いのかを判断してほしい。仮に「３学期から受験勉強始めたら間に合うで～」と

いう声に安心して、本当に３学期から受験勉強を始めていいのでしょうか？「○○高校

は○○やから良い・やめといた方がいい」という情報も、その人が感じていることで

あって、自分がそう感じるとは限りません。左側の２の話と重なりますが、必ず

説明会や部活動体験には積極的に参加（複数校行くのが望ましい！）し、自分の目で

直接確かめよう！ 

自分の行きたい・気になる高校の説明会に行くのは当然ですが、より自

分に合った学校かを確かめる上でも、他の高校の説明会や部活動体験に

参加してみよう！ 

（公立高校が第１志望でも、私立高校も見ておこう！） 

早ければ、年間の説明会の日時が載っている学校もあります。時間のあ

るうちにチェックを！ 

めっせー字って知っていますか？ 

 『めっせー字』とは、ひらがなを組み合わせてできている漢字のことで杉浦誠司さん

の作った造語です。この文字にのって想いが届くようにと「メッセージ」とかけ、「ひ

らがな」で構成されている「字」なので『めっせー字』と名付けられました。ただ単に、

パズルのようにひらがなを組み合わせたのではなく、漢字の持つ意味とひらがなの意味が

リンクするようにと作られた作品です。「めっせー字」とは「表心文字」です。漢字の成り

立ちとして、物の形から生まれる象形文字。音の響きから生まれる形成文字。さらに、

心で感じる想いを文字の組み合わせて表現したものを表心文字（杉浦造語）と言います。

『文字は人が表れ、言葉は心が表れる』文字は見えるが心は見えない。心を文字にして見

える様にした文字が表心文字なのです。 

 

 

 

 

 

 


